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(57)【要約】

【課題】従来よりも機器収納用箱体の換気を効果的に行

うことができるとともに、防水性についても高い機器収

納用箱体を提供する。

【解決手段】箱本体３の底板６に、設置用開口３１が設

けられているとともに、上面に開口する吸気ボックス３

２が設置用開口３１を介して基台２内の空間へ突出する

ように設置されており、吸気ボックス３２の底面に吸気

孔３３、３３・・を穿設した。また、基台２の各板部に

、基台２外の空気を基台２内の空間へ取り込むための吸

気スリット２２、２２・・を穿設した。そして、基台２

外の空気が吸気スリット２２、２２・・を介して基台２

内の空間へ取り込まれるとともに、その空気が吸気孔３

３、３３・・から吸気ボックス３２内へ移動し、フィル

ター３５を通った後に底板６側から箱本体３内へ吸気さ

れるようにした。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 コ ン ク リ ー ト 面 上 に 固 定 さ れ る 枠 状 の 基 台 と 、 前 記 基 台 上 に 固 定 さ れ る 箱 本 体 と を 備 え

て な る 機 器 収 納 用 箱 体 で あ っ て 、

　 前 記 箱 本 体 の 底 板 に 、 設 置 用 開 口 が 設 け ら れ て い る と と も に 、 上 面 に 開 口 す る 吸 気 ボ ッ

ク ス が 前 記 設 置 用 開 口 を 介 し て 前 記 基 台 内 の 空 間 へ 突 出 す る よ う に 設 置 さ れ て お り 、

　 前 記 吸 気 ボ ッ ク ス に お け る 前 記 基 台 内 の 空 間 へ 突 出 す る 部 位 に 第 １ の 吸 気 孔 が 穿 設 さ れ

て い る 一 方 、

　 前 記 基 台 の 側 面 に 、 前 記 基 台 外 の 空 気 を 前 記 基 台 内 の 空 間 へ 取 り 込 む た め の 第 ２ の 吸 気

孔 が 穿 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 機 器 収 納 用 箱 体 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 設 置 用 開 口 が 複 数 設 け ら れ 、 前 記 設 置 用 開 口 の 少 な く と も 何 れ か １ つ に 前 記 吸 気 ボ

ッ ク ス が 設 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 機 器 収 納 用 箱 体 。

【 請 求 項 ３ 】

　 コ ン ク リ ー ト 面 上 に 固 定 さ れ る 枠 状 の 基 台 と 、 前 記 基 台 上 に 固 定 さ れ る 箱 本 体 と を 備 え

て な る 機 器 収 納 用 箱 体 で あ っ て 、

　 前 記 箱 本 体 の 底 板 に 、 吸 気 用 開 口 が 設 け ら れ 、

　 上 面 に 開 口 す る 吸 気 ボ ッ ク ス が 、 前 記 開 口 と 前 記 吸 気 用 開 口 と を 連 通 さ せ た 状 態 で 前 記

基 台 内 の 空 間 に 設 置 さ れ て お り 、

　 前 記 吸 気 ボ ッ ク ス の 側 面 及 び ／ 又 は 底 面 に 、 第 １ の 吸 気 孔 が 穿 設 さ れ て い る 一 方 、

　 前 記 基 台 の 側 面 に 、 前 記 基 台 外 の 空 気 を 前 記 基 台 内 の 空 間 へ 取 り 込 む た め の 第 ２ の 吸 気

孔 が 穿 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 機 器 収 納 用 箱 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 た と え ば 電 気 機 器 を 収 納 す る た め の キ ャ ビ ネ ッ ト 等 と い っ た 機 器 収 納 用 箱 体

に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 機 器 収 納 用 箱 体 と し て は 、 機 器 収 納 用 箱 体 内 部 の 空 気 を 換 気 す る た め の 換 気 構 造

を 備 え て な る も の が あ る 。 そ の よ う な 換 気 構 造 と し て は 、 機 器 収 納 用 箱 体 の 側 面 下 部 に 吸

気 口 を 開 設 す る 一 方 、 機 器 収 納 用 箱 体 の 上 部 に 排 気 口 を 開 設 し 、 特 に 吸 気 口 に つ い て フ ー

ド で 覆 っ た り 、 防 塵 フ ィ ル タ ー を 取 り 付 け た り し て 構 成 し て い た （ た と え ば 特 許 文 献 １ ）

。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ６ ３ ５ ９ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 従 来 の 換 気 構 造 で は 、 機 器 収 納 用 箱 体 の 内 部 空 間 に お け る 吸 気 口 よ り も

下 側 の 部 分 に 空 気 が 滞 留 し て し ま い 、 換 気 効 果 に 乏 し い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 吸 気

口 か ら 雨 水 等 が 機 器 収 納 用 箱 体 の 内 部 へ 浸 入 し や す く 、 吸 気 口 周 り の コ ー キ ン グ 等 に 手 間

が か か る と い う 問 題 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 従 来 よ り も 機 器 収 納 用 箱 体

の 換 気 を 効 果 的 に 行 う こ と が で き る と と も に 、 防 水 性 に つ い て も 高 い 機 器 収 納 用 箱 体 を 提

供 し よ う と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト 面 上

に 固 定 さ れ る 枠 状 の 基 台 と 、 前 記 基 台 上 に 固 定 さ れ る 箱 本 体 と を 備 え て な る 機 器 収 納 用 箱

体 で あ っ て 、 前 記 箱 本 体 の 底 板 に 、 設 置 用 開 口 が 設 け ら れ て い る と と も に 、 上 面 に 開 口 す

る 吸 気 ボ ッ ク ス が 前 記 設 置 用 開 口 を 介 し て 前 記 基 台 内 の 空 間 へ 突 出 す る よ う に 設 置 さ れ て

お り 、 前 記 吸 気 ボ ッ ク ス に お け る 前 記 基 台 内 の 空 間 へ 突 出 す る 部 位 に 第 １ の 吸 気 孔 が 穿 設

さ れ て い る 一 方 、 前 記 基 台 の 側 面 に 、 前 記 基 台 外 の 空 気 を 前 記 基 台 内 の 空 間 へ 取 り 込 む た

め の 第 ２ の 吸 気 孔 が 穿 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 設 置 用 開 口 が 複 数 設 け

ら れ 、 前 記 設 置 用 開 口 の 少 な く と も 何 れ か １ つ に 前 記 吸 気 ボ ッ ク ス が 設 置 さ れ て い る こ と

を 特 徴 と す る 。

　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 コ ン ク リ ー

ト 面 上 に 固 定 さ れ る 枠 状 の 基 台 と 、 前 記 基 台 上 に 固 定 さ れ る 箱 本 体 と を 備 え て な る 機 器 収

納 用 箱 体 で あ っ て 、 前 記 箱 本 体 の 底 板 に 、 吸 気 用 開 口 が 設 け ら れ 、 上 面 に 開 口 す る 吸 気 ボ

ッ ク ス が 、 前 記 開 口 と 前 記 吸 気 用 開 口 と を 連 通 さ せ た 状 態 で 前 記 基 台 内 の 空 間 に 設 置 さ れ

て お り 、 前 記 吸 気 ボ ッ ク ス の 側 面 及 び ／ 又 は 底 面 に 、 第 １ の 吸 気 孔 が 穿 設 さ れ て い る 一 方

、 前 記 基 台 の 側 面 に 、 前 記 基 台 外 の 空 気 を 前 記 基 台 内 の 空 間 へ 取 り 込 む た め の 第 ２ の 吸 気

孔 が 穿 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 箱 本 体 の 底 板 に 、 設 置 用 開 口 が 設 け ら れ て い る と と も

に 、 上 面 に 開 口 す る 吸 気 ボ ッ ク ス が 設 置 用 開 口 を 介 し て 基 台 内 の 空 間 へ 突 出 す る よ う に 設

置 さ れ て お り 、 吸 気 ボ ッ ク ス に お け る 基 台 内 の 空 間 へ 突 出 す る 部 位 に 第 １ の 吸 気 孔 が 穿 設

さ れ て い る 一 方 、 基 台 の 側 面 に 、 基 台 外 の 空 気 を 基 台 内 の 空 間 へ 取 り 込 む た め の 第 ２ の 吸

気 孔 が 穿 設 さ れ て い る た め 、 第 ２ の 吸 気 孔 か ら 第 １ の 吸 気 孔 を 介 し て 基 台 外 の 空 気 を 吸 気

ボ ッ ク ス 内 へ 、 す な わ ち 底 板 側 か ら 箱 本 体 内 へ 取 り 込 む こ と が で き る 。 し た が っ て 、 従 来

の よ う に 箱 本 体 の 底 部 に 空 気 が 滞 留 し て し ま う よ う な こ と が な く 、 換 気 効 果 に 優 れ た 機 器

収 納 用 箱 体 と す る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ の 吸 気 孔 は 基 台 内 の 空 間 に お い て 開 口 し て い

る た め 、 設 置 用 開 口 等 を コ ー キ ン グ せ ず と も 雨 水 等 が 機 器 収 納 用 箱 体 の 内 部 へ 浸 入 し づ ら

い 構 造 と な っ て お り 、 組 み 立 て や す い 上 に 防 水 性 も 高 い 機 器 収 納 用 箱 体 と す る こ と が で き

る 。

　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 設 置 用 開 口 が 複 数 設 け ら れ 、 設 置 用 開 口 の 少 な

く と も 何 れ か １ つ に 吸 気 ボ ッ ク ス が 設 置 さ れ て い る た め 、 機 器 収 納 用 箱 体 の 用 途 や 設 置 環

境 等 に 応 じ て 吸 気 ボ ッ ク ス の 設 置 数 等 を 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 上 、 使 用 し な い 吸 気 用

開 口 に つ い て は 配 線 を 引 き 込 む た め の 引 き 込 み 口 等 と し て 利 用 す る こ と も 可 能 で あ り 、 使

い 勝 手 が 良 い 。

　 一 方 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 箱 本 体 の 底 板 に 、 吸 気 用 開 口 が 設 け ら れ 、 上 面

に 開 口 す る 吸 気 ボ ッ ク ス が 、 開 口 と 吸 気 用 開 口 と を 連 通 さ せ た 状 態 で 基 台 内 の 空 間 に 設 置

さ れ て お り 、 吸 気 ボ ッ ク ス の 側 面 及 び ／ 又 は 底 面 に 、 第 １ の 吸 気 孔 が 穿 設 さ れ て い る 一 方

、 基 台 の 側 面 に 、 基 台 外 の 空 気 を 基 台 内 の 空 間 へ 取 り 込 む た め の 第 ２ の 吸 気 孔 が 穿 設 さ れ

て い る 。 し た が っ て 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 同 様 、 換 気 効 果 に 優 れ て い る と と も に 、 組 み

立 て や す く 防 水 性 も 高 い 機 器 収 納 用 箱 体 と す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 機 器 収 納 用 箱 体 を 下 方 か ら 示 し た 斜 視 説 明 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 前 扉 及 び 後 扉 を 外 し た 状 態 に あ る 機 器 収 納 用 箱 体 を 示 し た 斜 視 説 明 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 吸 気 部 の 断 面 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 吸 気 部 を 分 解 し て 示 し た 斜 視 説 明 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 第 １ 変 更 例 と な る 吸 気 部 の 断 面 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 第 ２ 変 更 例 と な る 吸 気 部 を 分 解 し て 示 し た 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 第 ３ 変 更 例 と な る 吸 気 部 を 示 し た 斜 視 説 明 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 第 ３ 変 更 例 と な る 吸 気 部 を 分 解 し て 示 し た 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 と な る 機 器 収 納 用 箱 体 （ 以 下 、 単 に 箱 体 と 称 す ） に つ い て 、

図 面 に も と づ き 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 図 １ は 、 箱 体 １ を 下 方 か ら 示 し た 斜 視 説 明 図 で あ る 。 図 ２ は 、 前 扉 ７ 及 び 後 扉 ８ を 外 し

た 状 態 に あ る 箱 体 １ を 示 し た 斜 視 説 明 図 で あ る 。 図 ３ は 、 吸 気 部 の 断 面 を 示 し た 説 明 図 で

あ る 。 図 ４ は 、 吸 気 部 を 分 解 し て 示 し た 斜 視 説 明 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 箱 体 １ は 、 設 置 面 で あ る コ ン ク リ ー ト 面 Ｌ に ア ン カ ー 固 定 さ れ る 基 台 ２ と 、 基 台 ２ 上 に

固 定 さ れ る 箱 本 体 ３ と を 備 え て な る 。 基 台 ２ は 、 前 板 部 、 左 右 の 側 板 部 、 及 び 後 板 部 を 上

面 視 矩 形 枠 状 に 組 ん で な り 、 各 板 部 の 上 端 縁 は 内 側 へ 折 り 曲 げ ら れ て い て 、 箱 本 体 ３ と 一

体 化 す る た め の 連 結 部 ２ Ａ と さ れ て い る 。 箱 本 体 ３ は 、 一 対 の 側 板 ４ 、 ４ 、 天 板 ５ 、 及 び

底 板 ６ を 有 し て 、 前 面 と 後 面 と に 開 口 し て な り 、 そ の 前 面 開 口 に は 前 扉 ７ が 、 後 面 開 口 に

は 後 扉 ８ が 夫 々 片 開 き 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 基 台 ２ と 箱 本 体 ３ の 底 板 ６ と

に 、 本 発 明 の 要 部 と な る 換 気 構 造 の 吸 気 部 が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 天 板 ５ に は 、 換 気 構

造 の 排 気 部 と し て 、 排 気 口 ９ と 、 排 気 口 ９ か ら の 空 気 の 排 出 を 促 進 す る た め の 排 気 フ ァ ン

１ ０ と が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ５ ０ は 、 天 板 ５ 上 に 取 り 付 け ら れ た 屋 根 部 材 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 要 部 で あ る 換 気 構 造 の 吸 気 部 に つ い て 説 明 す る 。

　 ま ず 基 台 ２ 側 に つ い て 説 明 す る と 、 基 台 ２ の 上 面 に は 、 連 結 部 ２ Ａ で 囲 ま れ た 基 台 開 口

２ １ が 開 口 し て い る 。 ま た 、 基 台 ２ の 各 板 部 （ 基 台 ２ の 側 面 ） に は 、 基 台 ２ 外 部 の 空 気 を

基 台 ２ 内 の 空 間 へ 取 り 込 む た め の 多 数 の 吸 気 ス リ ッ ト ２ ２ 、 ２ ２ ・ ・ が 開 設 さ れ て い る 。

な お 、 ２ ３ は 、 基 台 ２ を ア ン カ ー 固 定 す る た め の ア ン カ ー 孔 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 一 方 、 箱 本 体 ３ 側 に つ い て 説 明 す る と 、 箱 本 体 ３ の 底 板 ６ に は 、 設 置 用 開 口 ３ １ が 開 設

さ れ て い る と と も に 、 該 設 置 用 開 口 ３ １ を 介 し て 箱 本 体 ３ よ り も 下 方 へ 突 出 す る よ う に 吸

気 ボ ッ ク ス ３ ２ が 設 置 さ れ て い る 。 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ は 、 上 面 に 開 口 す る 方 体 箱 状 に 形 成

さ れ て お り 、 底 面 に は 多 数 の 吸 気 孔 ３ ３ 、 ３ ３ ・ ・ が 穿 設 さ れ て い る 。 ま た 、 吸 気 ボ ッ ク

ス ３ ２ の 上 面 開 口 縁 に は 、 外 側 へ 折 り 曲 げ ら れ た 鍔 片 が 設 け ら れ て お り 、 底 板 ６ へ の 設 置

時 に 設 置 用 開 口 ３ １ の 開 口 縁 に 掛 止 可 能 な 掛 止 片 ３ ７ と さ れ て い る 。 さ ら に 、 吸 気 ボ ッ ク

ス ３ ２ に は 、 ス ペ ー サ ３ ４ と フ ィ ル タ ー ３ ５ と が 収 納 さ れ る と と も に 、 フ ィ ル タ ー ３ ５ 上

に 多 数 の 空 気 孔 を 有 す る 蓋 部 材 ３ ６ が 載 置 さ れ て お り 、 蓋 部 材 ３ ６ の 上 面 と 底 板 ６ と が 面

一 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 上 述 し た よ う な 吸 気 部 を 組 み 立 て る に は 、 最 初 に コ ン ク リ ー ト 面 Ｌ 上 に 基 台 ２ を ア ン カ

ー 固 定 し て か ら 、 基 台 ２ 上 に 箱 本 体 ３ を 固 定 し て 、 底 板 ６ で 基 台 開 口 ２ １ を 覆 う と と も に

基 台 開 口 ２ １ 内 に 設 置 用 開 口 ３ １ を 位 置 さ せ る 。 次 に 、 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ を 箱 本 体 ３ の 内

部 か ら 底 板 ６ に 設 置 す る 。 す な わ ち 、 設 置 用 開 口 ３ １ を 介 し て 箱 本 体 ３ よ り も 下 方 （ す な

わ ち 、 基 台 ２ 内 の 空 間 ） へ 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ を 突 出 さ せ て 、 掛 止 片 ３ ７ を 設 置 用 開 口 ３ １

の 開 口 周 縁 に 掛 止 さ せ る 。 そ れ か ら 、 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ 内 に 、 ス ペ ー サ ３ ４ と フ ィ ル タ ー

３ ５ と を 収 納 す る と と も に フ ィ ル タ ー ３ ５ 上 に 蓋 部 材 ３ ６ を 載 置 す れ ば 、 吸 気 部 の 組 み 立

て は 完 了 と な る 。 そ し て 、 こ の よ う に し て 組 み 立 て ら れ た 吸 気 部 で は 、 基 台 ２ 外 の 空 気 が

吸 気 ス リ ッ ト ２ ２ 、 ２ ２ ・ ・ を 介 し て 基 台 ２ 内 の 空 間 へ 取 り 込 ま れ る と と も に 、 そ の 空 気

が 吸 気 孔 ３ ３ 、 ３ ３ ・ ・ か ら 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ 内 へ 移 動 し 、 フ ィ ル タ ー ３ ５ を 通 っ た 後 に

底 板 ６ 側 か ら 箱 本 体 ３ 内 へ 吸 気 さ れ る こ と に な る （ 図 ３ に 示 す ） 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 以 上 の よ う な 構 成 を 有 す る 箱 体 １ に よ れ ば 、 箱 本 体 ３ の 底 板 ６ に 、 設 置 用 開 口 ３ １ が 設
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け ら れ て い る と と も に 、 上 面 に 開 口 す る 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ が 設 置 用 開 口 ３ １ を 介 し て 基 台

２ 内 の 空 間 へ 突 出 す る よ う に 設 置 さ れ て お り 、 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ の 底 面 （ 吸 気 ボ ッ ク ス ３

２ に お け る 基 台 ２ 内 の 空 間 へ 突 出 す る 部 位 ） に 吸 気 孔 ３ ３ 、 ３ ３ ・ ・ が 穿 設 さ れ て い る 一

方 、 基 台 ２ の 各 板 部 に 、 基 台 ２ 外 の 空 気 を 基 台 ２ 内 の 空 間 へ 取 り 込 む た め の 吸 気 ス リ ッ ト

２ ２ 、 ２ ２ ・ ・ が 穿 設 さ れ て い る た め 、 上 述 し た よ う な 流 れ で 基 台 ２ 外 の 空 気 を 箱 本 体 ３

内 へ 取 り 込 む こ と が で き る 。 し た が っ て 、 従 来 の よ う に 箱 本 体 ３ の 底 部 に 空 気 が 滞 留 し て

し ま う よ う な こ と が な く 、 換 気 効 果 に 優 れ た 箱 体 １ と す る こ と が で き る 。 ま た 、 基 台 ２ が

コ ン ク リ ー ト 面 Ｌ 上 に 固 定 さ れ て い る た め 、 周 囲 よ り も 温 度 の 低 い 空 気 を 取 り 込 む こ と が

で き 、 従 来 よ り も 箱 本 体 ３ 内 の 温 度 上 昇 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 吸 気

孔 ３ ３ 、 ３ ３ ・ ・ は 基 台 ２ 内 の 空 間 に お い て 開 口 し て い る た め 、 設 置 用 開 口 ３ １ 等 を コ ー

キ ン グ せ ず と も 雨 水 等 が 箱 本 体 ３ の 内 部 へ 浸 入 し づ ら い 構 造 と な っ て お り 、 組 み 立 て や す

い 上 に 防 水 性 も 箱 体 １ と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ の 上 面 の 開 口 周 縁 に 掛 止 片 ３ ７ を 設 け て お り 、 吸 気 ボ ッ ク ス ３

２ を 箱 本 体 ３ の 内 部 か ら 箱 本 体 ３ の 下 方 へ 突 出 さ せ て 、 掛 止 片 ３ ７ を 設 置 用 開 口 ３ １ の 周

縁 に 掛 止 さ せ る だ け で 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ を 底 板 ６ に 設 置 可 能 と し て い る 。 し た が っ て 、 吸

気 ボ ッ ク ス ３ ２ の 設 置 に ネ ジ 止 め 等 が 必 要 で な く 、 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ を 非 常 に 容 易 に 設 置

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 な お 、 本 発 明 に 係 る 機 器 収 納 用 箱 体 は 、 上 記 実 施 形 態 の 態 様 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は

な く 、 箱 体 の 全 体 的 な 構 成 は 勿 論 、 換 気 構 造 の 吸 気 部 に 係 る 構 成 に つ い て も 、 本 発 明 の 趣

旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

（ 第 １ 変 更 例 ）

　 図 ５ は 、 第 １ 変 更 例 と な る 吸 気 部 の 断 面 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。

　 上 記 実 施 形 態 で は 、 フ ィ ル タ ー ３ ５ の 上 側 に 空 気 孔 を 有 す る 蓋 部 材 ３ ６ を 載 置 す る と い

う 構 成 を 採 用 し て い る が 、 そ の よ う な 蓋 部 材 ３ ６ に 代 え て 、 図 ５ に 示 す よ う な 吸 気 フ ァ ン

３ ８ 、 ３ ８ ・ ・ 付 き の 蓋 部 材 ３ ９ を 取 り 付 け る よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 そ の よ

う な 吸 気 フ ァ ン ３ ８ 、 ３ ８ ・ ・ 付 き の 蓋 部 材 ３ ９ を 取 り 付 け る こ と で 、 箱 本 体 ３ 内 の 換 気

を 一 層 効 果 的 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

（ 第 ２ 変 更 例 ）

　 図 ６ は 、 第 ２ 変 更 例 と な る 吸 気 部 を 分 解 し て 示 し た 説 明 図 で あ る 。

　 上 記 実 施 形 態 で は 、 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ を 箱 本 体 ３ の 底 板 ６ に 設 置 す る と い う 構 成 を 採 用

し て い る が 、 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ を 基 台 ２ 側 に 設 置 す る と い う 構 成 を 採 用 す る こ と も 可 能 で

あ る 。 そ の よ う に 構 成 さ れ た 吸 気 部 の 組 み 立 て に つ い て は 、 ア ン カ ー 固 定 さ れ た 基 台 ２ に

対 し て 、 ス ペ ー サ ３ ４ 、 フ ィ ル タ ー ３ ５ 、 及 び 蓋 部 材 ３ ６ を 収 納 し た 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ を

設 置 し た 後 で 、 基 台 ２ 上 に 箱 本 体 ３ を 固 定 し て 、 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ の 上 面 開 口 と 底 板 ６ の

開 口 （ 吸 気 用 開 口 ） ４ ０ と を 連 通 さ せ た 状 態 と す れ ば よ い 。 こ の よ う な 構 成 と し て も 、 上

記 実 施 形 態 の 箱 体 １ 同 様 、 底 板 ６ 側 か ら 箱 本 体 ３ 内 へ 空 気 が 吸 気 さ れ る た め 、 換 気 効 果 の

向 上 を 図 る こ と が で き る し 、 箱 本 体 ３ 内 の 温 度 上 昇 も 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 ま

た 、 組 み 立 て や す く 、 開 口 ４ ０ や 吸 気 孔 ３ ３ 、 ３ ３ ・ ・ か ら 雨 水 等 が 浸 入 し づ ら い 箱 体 と

す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

（ 第 ３ 変 更 例 ）

　 図 ７ は 、 第 ３ 変 更 例 と な る 吸 気 部 を 示 し た 斜 視 説 明 図 で あ り 、 図 ８ は 、 第 ３ 変 更 例 と な

る 吸 気 部 を 分 解 し て 示 し た 説 明 図 で あ る 。

　 上 記 実 施 形 態 で は 、 底 板 ６ に 設 置 用 開 口 ３ １ を １ つ し か 設 け て い な い が 、 図 ７ 及 び 図 ８

に 示 す よ う に 複 数 の 設 置 用 開 口 ３ １ 、 ３ １ ・ ・ を 設 け る と い う 構 成 を 採 用 す る こ と も 可 能

で あ る 。 こ の よ う な 箱 体 に あ っ て は 、 箱 体 の 用 途 や 設 置 環 境 等 に 応 じ て 必 要 な 設 置 用 開 口
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３ １ に の み 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ を 設 置 す れ ば よ い 。 ま た 、 空 気 孔 を 有 す る 蓋 部 材 ３ ６ を 取 り

付 け る か 、 そ れ と も 吸 気 フ ァ ン ３ ８ 付 き の 蓋 部 材 ３ ９ を 取 り 付 け る か に つ い て も 適 宜 決 定

す れ ば よ い 。 そ し て 、 吸 気 ボ ッ ク ス ３ ２ を 設 置 し な い 設 置 用 開 口 ３ １ に つ い て は 、 蓋 部 材

４ １ で 閉 塞 し て も よ い し 、 配 線 （ 図 示 せ ず ） を 引 き 込 む た め の 引 き 込 み 口 と し て 使 用 し て

も よ い 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る こ と で 、 換 気 効 果 の 向 上 等 の 効 果 は 勿 論 、 汎 用 性 が 極

め て 高 い と い う 効 果 も 奏 し 得 る 箱 体 と す る こ と が で き る

【 ０ ０ ２ １ 】

（ 他 の 変 更 例 ）

　 他 の 変 更 例 と し て は 、 た と え ば 上 記 実 施 形 態 で は 、 吸 気 ボ ッ ク ス の 底 面 に 吸 気 孔 を 設 け

て い る が 、 吸 気 孔 の 位 置 は 適 宜 変 更 可 能 で あ っ て 、 基 台 内 の 空 間 に 位 置 す る 箇 所 で あ れ ば

吸 気 ボ ッ ク ス の 側 面 等 に 吸 気 孔 を 設 け る こ と は 可 能 で あ る 。 ま た 、 吸 気 ボ ッ ク ス に 収 納 す

る ス ペ ー サ や フ ィ ル タ ー 、 蓋 部 材 の 有 無 等 に つ い て も 適 宜 設 計 変 更 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 １ ・ ・ 箱 体 、 ２ ・ ・ 基 台 、 ３ ・ ・ 箱 本 体 、 ６ ・ ・ 底 板 、 ２ １ ・ ・ 基 台 開 口 、 ２ ２ ・ ・ 吸

気 ス リ ッ ト （ 第 ２ の 吸 気 孔 ） 、 ３ １ ・ ・ 設 置 用 開 口 、 ３ ２ ・ ・ 吸 気 ボ ッ ク ス 、 ３ ３ ・ ・ 吸

気 孔 （ 第 １ の 吸 気 孔 ） 、 ３ ５ ・ ・ フ ィ ル タ ー 、 ３ ６ ・ ・ 蓋 部 材 、 ３ ８ ・ ・ 吸 気 フ ァ ン 、 ３

９ ・ ・ 蓋 部 材 、 ４ ０ ・ ・ 開 口 （ 吸 気 用 開 口 ） 、 ４ １ ・ ・ 蓋 部 材 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

10



(7) JP  2023-171087  A   2023.12.1

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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